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サハリン石油・天然ガス開発状況

･2002年～2006年 Phase１工事

＜石油＞

･2005年中に早期商業生産開始。

日量25万ﾊﾞﾚﾙの原油生産中

･サハリン島を東西に横断し大陸側に至る

ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝで運搬､ﾃﾞｶｽﾄﾘ港より、ﾀﾝｶｰで日
本等へ輸出(Phase1)

＜ガス＞

･2005年中に早期商業生産開始。そのため
Gas Reinjection Lineを生産用に使用。

･2010年以降に本格生産し､中国ないしは日
本へﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝにより運搬(Phase2) 

①石 油･･約23億ﾊﾞﾚﾙ(3.07億トン)

②天然ガス･･約17兆立方ﾌｨｰﾄ(4,850億m３ )

オドプト、チャイヴォ、

アルクトン・ダギ

ｴｸｿﾝﾈﾌﾃｶﾞｽ社

＜出資会社＞

(米､ｴｸｿﾝ･ﾓｰﾋﾞﾙ子会社､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ､30%)

･ｻﾊﾘﾝ石油ｶﾞｽ開発㈱(通称:SODECO)

(日､石油公団･伊藤忠･丸紅等出資､30%)

･ＯＮＧＣｳﾞｨﾃﾞｯｼｭ社(ｲﾝﾄﾞ､20%)

･ｻﾊﾘﾝﾓﾙﾈﾌﾃｶﾞｽ･ｼｪﾙﾌ社(露､11.5%)

･ﾛｽﾈﾌﾁ･ｱｽﾄﾗ社(露8.5%) 

サハリン１プロジェクト

事業計画

（予定）

推定可採

埋 蔵 量

開発鉱区

事業主体

･2003年～2008年？ Phase2工事

･掘削地よりサハリン島を縦断しﾌﾟﾘｺﾞﾛﾄﾞﾉｴ

(サハリン南部)に至る石油･ｶﾞｽﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの敷設、ﾌﾟ
ﾘｺﾞﾛﾄﾞﾉｴにおける港湾整備及び

LNG(液化天然ｶﾞｽ)工場建設計画

＜石油＞

･2008年より通年生産。日量18万ﾊﾞﾚﾙ予定。

ﾌﾟﾘｺﾞﾛﾄﾞﾉｴまでﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝで運搬後、新設港湾より、ﾀ
ﾝｶｰで日本等へ輸出

＜ガス＞

･2008年より生産しﾌﾟﾘｺﾞﾛﾄﾞﾉｴまでﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝで運搬･
液化後､LNGをﾀﾝｶｰで輸出（年産960万ﾄﾝ予定）

①石 油･･約7.5億ﾊﾞﾚﾙ(1.03億トン)

②ｺﾝﾃﾞﾝｾｰﾄ･･約 3 億ﾊﾞﾚﾙ (0.4億トン)

(天然ｶﾞｽ抽出等の過程で得られる原油)

③天然ガス･･約14兆立方ﾌｨｰﾄ(4,080億m３)

ピルトン・アストフスコエ、

ルンスコエ

･ｻﾊﾘﾝｴﾅｼﾞｰ社

＜出資会社＞

･ﾛｲﾔﾙ･ﾀﾞｯﾁ･ｼｪﾙ社(英･蘭､ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ､55%)

･三井物産㈱(日､25%)

･三菱商事㈱(日､20%) 

2006年にガスプロムが51％出資で参画し、

上記会社の出資比率は約半分に低下

サハリン2プロジェクト
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スコープとパイプラインルート図

Chayvo WS

No Pipeline Dia.
MAOP
Kgf/cm2 Section Length

（km)

1 Full Well Stream 36“ 94.9 Orlan-Chayvo OPF 21

2 Gas Reinjection 24“ 281.5 Chayvo OPF- Orlan 21

3 Export Oil 24“ 121.3 Chayvo OPF DeKastri 222

No.1,2

VS-12

VS-11

VS-10 VS-09

VS-06

VS-05

No.3

Tatar
Strait

VS-07

VS-08

（スコープ）
パイプライン：設計、調達、施工、試運転
原油出荷基地：設計および長納期品の調達

CHAYVO OPF

De-Kastri marine terminal
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プロジェクト実行組織

サハリン-1 コンソーシアム

サハリン ONGC Videsh Exxon Neftegas RN-Astra Sakhalin-

石油ガス開発 （インド） Limited （ロシア） morneftegas-Shelf
（30%） （20%） （30%）（オペレータ） （8.5%） （11.5%）

新日鉄エンジニアリング

Technip（米） John Brown（英）
Starstroi（露）

Globalstroy Engineering
（露）

（陸上パイプライ
ン）

（海底パイプライン）

（設計） （調達）

（陸上工事）

Van Oord
（蘭）

（浚渫・埋戻）

Stolt Offshore
（英）

（敷設） （タイ・イン）

（原油出荷基
地）

（設計）

（2004年完了）

新日鉄
エンジニアリング

（設計）

新日鉄
エンジニアリング

John Brown（英）
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Document Control

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

Project Organization
Project Sponsor

Senior Project
Manager

Offshore Project
Manager

Onshore Project
Manager

Regulatory &
Environmental Manger

Engineering &
Commissioning

Procurement,
Certification &

Logistics
Discipline
Managers Construction

Project
Control

Quality
Control

HSS

Environmental

Spread
Managers

Superintendents

Field
Engineers

Welding
Engineer

Technical Interface/
Engineering Manger

Project  Control

Administration
Manger
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Accounting

Community
Relations
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Commercial
Manager
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プロジェクト実行場所および概略工程

Overall Planning ＆ Onshore Engineering

Offshore Engineering
Oversea Procurement &
Offshore Planning

Construction Planning & Management

Construction Site

Onshore ＆ Terminal Basic Engineering

London
Moscow

Tokyo

Yuzhno-Sakhalinsk

Val / Dekastri

Houston

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007

テンダー

設計、調達、許認可

陸上パイプライン

　敷設
　原状復旧

海底パイプライン

　Ｏｒｌａｎ－Ｃｈａｙｖｏ間
　Ｔａｔａｒ海峡

8

9

11

5119 11

5 11 5

6 11 6 10

6 8 Ice Road



6

要員規模の推移
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パイプライン工事許認可概要

TEOC: 建設用技術経済検証書

建設
許可

TEOC承認

産業 ｴﾈﾙｷﾞｰ省

天然資源省
民間防衛省
地方行政府 等
その他

公聴会

用地取得
森林管轄局/土地台帳局

全編 1～９章
・ﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ設計・
施工基本計画
・環境影響評価
・油流出防災計画

施工計画

詳細設計
第三者
認定機関
承認

・施工・据付記録
溶接/塗装
非破壊試験 等

・施工図
・水圧試験記録等

完工検査
第三者認定機関
産業エネルギー省
天然資源省
消防

･Water Use License
河川横断/取水(水圧試験）
・Subsoil Use License
Drilling（HDD,電気防食）

ルート選定

1.5 ヶ年 6～ 10ヶ月

海外調達機器材
設計・調達

・Nature Use(Camp等)
廃棄物処理

大気汚染/排水処理等

ライセンス取得

第三者
認定機関
承認

・GOST認定
・使用許可

1～1.5ヶ月

・環境管理
取水･排水量測定
排出処理量測定
施工時の環境監視

・報告

操
業
許
可
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陸上パイプライン施工

・測量・調査

・ライトオブウェイ伐開・整地

・パイプ輸送・配列

・溶接（CRC自動溶接）・非破壊検査

・現地塗覆装

・掘削・吊り下ろし

・埋め戻し

・原状復旧
新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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測量・調査

中心線測量 氷上からの土質調査ボーリング 活断層調査

遺跡調査 サケ・マス産卵場所調査 表土調査

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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ライトオブウェイ伐開・整地

ライトオブウェイ断面図

パイプ輸送・配列 伐開および通路造成 整地後のライトオブウェイ

パイプストックヤード 配列積み込みおよび搬送

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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溶接

自動溶接スプレッド

現地塗覆装

誘導加熱ハウス
現地塗覆装機

内面からの初層溶接 外面からの積層溶接

ブラスティングハウス

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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掘削・吊り下ろし・ 埋め戻し

掘削（バックホウ） 掘削（トレンチングマシン） 吊り下ろし（サイドブーム）

ロックシールドを巻いたパイプの吊り下ろし トレンチブレーカー 埋め戻し状況

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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原状復旧

排水土塁 表層土復旧

堤体復旧 植生
新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)



14

その他特殊部

弧状推進（パイプ引き込み）弧状推進（冬季屋内施工） Chayvo井戸元設備およびピグランチャー

ブロックバルブおよびメーターステーション 通信タワーおよび発電ユニット DeKastriターミナルおよびピグレシーバー

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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過酷な自然条件

冬季施工 除雪作業 水圧テストのためのパイプ加温工事

ぬかるみにはまり込んだサイドブーム 雪解けによるエロージョン 泥水が溢れるﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝ建設現場

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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雪解け後の現場
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オフショア（Chayvo-Orlan間パイプライン）

24”＆ 36”海底パイプラインルート Orlanプラットフォーム

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

Orlanプラットフォームの水理実験 1/4 Orlanプラットフォームの水理実験 2/4
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オフショア（Chayvo-Orlan間パイプライン）

潮流シミュレーション
Storm (11月）

アノードスレッドの設置
新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

潮流
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オフショア（Chayvo-Orlan間パイプライン）

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

パイプライン引込用コファダム

パイプラインルートの事前浚渫（全線） 24“＆36”パイプラインの敷設（第二くろしお）

パイプラインの引き込み状況
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オフショア（Chayvo-Orlan間パイプライン）

Orlanﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑとﾊﾟｲﾌﾟﾗｲﾝの接続（Hyperbaric Weld) タイインスプールの加工及び施工

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

Orlanﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ周辺及びﾀｲｲﾝｽﾌﾟｰﾙの石積みによる保護 Orlanﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ同辺に設置する石の切り出し
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オフショア（Chayvo-Orlan間パイプライン）

Orlanﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ周辺およびﾀｲｲﾝｽﾌﾟｰﾙの石積計画

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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オフショア（タタール海峡横断部）

24”パイプラインルート図（20km)

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

ロシア本土側揚陸地点

アイスロードコンストラクション 1/2 アイスロードコンストラクション 2/2



23

オフショア（タタール海峡横断部）

大陸側での冬季氷上での敷設状況

極浅海用敷設船
新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

パイプラインルートの事前浚渫

作業船によるパイプライン接続
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オフショア（タタール海峡横断部）

流氷によるパイプライン損傷防止のための石積み工事パイプラインの埋め戻し

新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)
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Ice Road Construction



26 新日鉄ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ(株)

主な困難とその対応策

過酷な自然条件（極寒冷、雪解け後の軟弱地盤、活断層、流氷等）下での短工期施工

高度な設計手法の活用（高度なｼﾐｭﾚｰｼｮﾝによるRock Protection､活断層対応設計等

特殊工法の採用（水中溶接、HDD、Ice Road Construction 等）

当社所有のパイプライン敷設船くろしお及び極浅海パイプライン敷設船の活用

雪解け時のヘリコプターやキャタピラー車の投入

乏しいインフラと建機・資機材不足

道路整備への積極的なリソース投入

極寒冷地対応のキャンプを４箇所建設

日本からの資機材・建機・要員の緊急調達・投入

当局の厳格な環境保護対策への対応

エクソンと一体となった当局との緊密なコミュニケーションの維持

環境保護対策に詳しい外国人スペシャリストの活用

契約遵守観念希薄なロシアサブコン管理

エクソンも含めた定期的なトップ会談による打開策の立案・実行

現場（Formanレベル以下）レベルまでの直接管理

【主要な困難】 ◆ 【対応策】
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主な困難とその対応策

ロシアの複雑な許認可制度への対応

ロシア人スペシャリストの起用

ロシア人を中心とした許認可取得グループの組成

厳しいｴｸｿﾝｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞのロシアへの適用（一方でロシア固有の技術体系への適合）

西側基準での設計経験のあるロシア設計会社の起用

エクソン、ロシア当局、ロシアの設計会社との定期的なMeetingによる双方の理解活動の促進

未整備、曖昧なロシアの税法（特に外国企業への適用）への対応

国際的なコンサルティング企業の活用

優秀なロシア人スタッフの活用

石油・ガス開発活発化によるエスカレーション及び大幅な計画変更によるコスト増

Change Order獲得によるコスト回収（Change件数500件、係争金額約500億円）

Contract Managerを中心としたChange対応チームの結成

【主要な困難】 ◆ 【対応策】
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客先感謝状

ExxonMobil Development殿サハリン石油ガス開発株式会社殿
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ロシアサブコンからの感謝状
GLOBALSTROY ENGINEERING殿
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陸上ＰＬ工事
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サハリン冬工事
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Dekastri Terminal
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サハリン空撮
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Final Joint
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朝焼けの中のＰＬ工事


